












1.危急妊産婦

(1)輸送対象と輸送不可能対象

　産科救急における輸送体制を考える場合に,対象とすべき疾病とその頻度を

数量的に把握することが必要であるが,直接,神奈川県下を対象とした調査を行

っていないので,大阪府の 1年間に予想される産料救急件数(竹村喬)を基礎に,

神奈川県の推計値を算出したものを対象と考える(表 1)。


